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会 議 次 第 

 
１．開会 
２．会長・副会長選出 
３．報告事項 
（１）平成２７年度事業報告について 
（２）平成２８年度図書館予算について 
４．協議事項 
（１）平成２８年度図書館運営について 
５．その他 
６．閉会 
 

 

会 議 結 果 

 

 別紙のとおり 

 



審 議 経 過 

平成２８年度第１回川西市図書館協議会 

 

１．開会 

   事務局進行 

 

２．会長・副会長の選出 

     会長 仲井委員、副会長 森委員を選出した。 

 

３．報告事項 

  （１）平成２７年度図書館事業の概要について 

  （２）平成２８年度図書館関連予算について 

   事務局より、別添資料にもとづき報告の後、意見交換と質疑応答が行われた。 

 

 質問・意見等(要旨） 

①見学・実習・体験について 

委 員：トライやる・ウィークの受入人数を増やせないか。 

 事務局：中央図書館では、生徒の安全を考えて、１週につき、２名まで受け入れている。今年度

は、昨年度に比べて受入人数が減っているが、これは学校からの申込がないためである。 

 

②学校図書館応援プロジェクトについて 

委 員：学校司書が選んだ本展の巡回が遅い。現在の状況は。 

 事務局：夏休みなど学校行事に合わせて当初のスケジュールを改変した。 

     現在、市内小中学校の３巡目を終了。９月から再開する。小学校は後２巡、中学校は後 

１巡で終了する。 

   

委 員：出張講座はどのような内容であったか。 

 事務局：平成２７年１０月５日に牧の台小学校で図書の廃棄について講習を行った。 

中央図書館の実績をもとにどのような本を廃棄するか、また、実際に現地で本を見な 

がら、学校司書と一緒に検討する。 

但し、廃棄の決定や手続きについては、学校の担当教諭と協議するよう伝える。 

 

③雑誌スポンサー制度について 



 委 員：雑誌スポンサーの料金は 

 事務局：年間１誌、１万円としている。 

 委 員：商工会でも広報を行う。 

 

 ④川西市子どもの読書活動推進協議会主催講演会の開催について 

 委 員：アステ市民プラザで開催したことは、たくさんの市民にアピールできて良かった。 

今後もこのような行事を進めて欲しい。 

 

４．協議事項 

  （１）平成２８年度図書館運営について 

   事務局より、別添資料にもとづき説明の後、意見交換と質疑応答が行われた。 

 

質問・意見等(要旨） 

 ①図書館資料の整理について 

委 員：書架の増設では追いつかないのではないか。統廃合される学校を利用して分館や本の 

置き場所を作っては。 

 事務局：過去に小学校の空き教室を本の置き場所としたことがある。学校の統廃合は進行中で 

あり、様子をみていく。 

 委 員：低書架の上にもう一段書架を積み上げてはどうか。 

 委 員：貸出冊数を増やしてはどうか。 

 委 員：蔵書の整理にあたって 

ｱ．中央図書館で長期間、利用されていない図書を抽出して廃棄してはどうか。 

ｲ．収集資料を特化し、「この分野の本は川西市の図書館に行けばある」としては 

どうか。 

委 員：（三田市の図書館では）高校生に図書を選ばせて高校生の本棚を作っている。参考にし 

てはどうか。 

 

 ②ビデオテープの廃棄について 

 事務局：中央図書館が所蔵しているビデオテープは、設備上使用できない状況である。また、 

著作権法上、他機関等へ譲渡もできない状況にある。ついては、図書の所蔵スペース 

を作るため、同ビデオテープを廃棄したいと考えているので、報告する。 

 委 員：了承 

 

 ③ビブリオバトルの実施について 



 委 員：今年度はビブリオバトルを実施するのか。 

 事務局：本年度は、県事業「ひょうご子ども読書推進フォーラム」の一環として、１０月２日 

川西市アステ市民プラザにて中高生を対象としたビブリオバトルを開催する。 

また、川西市子どもの読書活動推進協議会で小学生を対象としたブックコマーシャル 

大会を年明けに計画している。 

 委 員：小学生や中高生だけでなく、大人を対象としたビブリオバトルを開催してほしい。 

 委 員：ブックコマーシャルについて小学校への浸透が進んでいないのではないか。 

 事務局：講師は川西市の方であり、今後、市内での推進・PRに努めていきたい。 

 

④対面朗読について 

 委 員：対面朗読の利用者が減少していると聞く。 

事務局：利用者は高齢化などの理由で減少している。 

  対面朗読ほか図書館の利用について、障がいをもつ方々へのＰＲができていない。 

今後、考えていく。 

 

 ⑤録音図書作成用機器について 

 委 員：視聴覚室のカセットテープ専用の録音機が壊れていた。修繕できたか。 

 事務局：担当に確認する。 

 

⑥その他のご意見 

 委 員：三田市立図書館を訪ねる機会があった。指定管理者の良い点については、三田市な 

ど参考にしてほしい。 

委 員：図書館の電子化（電子図書の貸出、自動貸出機の導入など）を進める必要があるの 

ではないか。 

委 員：６０歳以上の利用者が４割であると聞く。この年代がどういった本を借りていくのか 

研究してほしい。 

 

５．その他 

 仲井会長より、協議会活動の参考となるよう「図書館に関する」ニュース」を配布 

 

６．閉会 

 

以上 

 

※ 資料については、市政情報コーナーに設置してます。  


